
（6）第 41号真 和 通 信平成25年 5月 24日（金曜日）

第
21
回
全
国
高
等
学
校
文
化
連

盟
主
催
将
棋
新
人
大
会
出
場
!!

平
成
24
年
度
熊
本
県
高
等
学
校
文
化

連
盟
「
優
秀
芸
術
文
化
賞
」
受
賞
!!

　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
新

人
戦
熊
本
大
会
で
準
優
勝
し
て
の

出
場
で
す
。
本
校
か
ら
は
、
昨
年

度
の
第
20
回
大
会
の
椎
木
貴
久

く
ん
に
続
い
て
２
年
連
続
の
全
国

大
会
出
場
で
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー

ル
ド
を
見
下
ろ
す
北
九
州
市
の
八

幡
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
は
、
全
国

か
ら
若
き
棋
士
が
集
い
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
初
戦
か
ら
１
時

間
を
超
え
る
白
熱
し
た
対
局
と
な

り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
敗
退

　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
九

州
大
会
で
男
子
個
人
戦
３
位
と

な
り
、
３
月
24
日
、
第
７
回
全
国

高
等
学
校
囲
碁
選
抜
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
九
州
大
会
で
の
優

勝
を
狙
っ
て
い
た
の
で
残
念
で
し

た
が
、
選
抜
大
会
で
５
位
内
の
入

賞
を
目
標
に
練
習
し
ま
し
た
。
選

抜
大
会
初
戦
、
中
学
時
代
に
全

国
制
覇
の
経
験
が
あ
る
強
豪
と
対

戦
し
、
完
敗
。
２
戦
目
、
前
日
の

団
体
戦
２
位
の
灘
高
校
主
将
と
対

戦
。
序
盤
か
ら
劣
勢
で
入
賞
を
諦

め
か
け
ま
し
た
が
、
何
と
か
逆
転

勝
ち
。
入
賞
の
可
能
性
を
残
し
な

が
ら
も
続
く
対
戦
に
敗
れ
、
１
勝

３
敗
で
13
位
。
悲
惨
な
結
果
と
な

り
、
応
援
し
て
頂
い
た
先
生
方
、

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
連
勝
し
、

最
後
の
４
局
目
に
勝
利
す
れ
ば
３

勝
１
敗
で
決
勝
リ
ー
グ
進
出
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
…
。
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
と
し

て
練
習
を
重
ね
、
今
年
度
の
総
合

文
化
祭
の
将
棋
大
会
で
県
代
表
の

座
を
射
止
め
、
再
び
全
国
大
会
の

場
に
立
つ
こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し

た
。

友
達
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
新
入
部
員
を
迎
え

入
れ
、
団
体
戦
で
も
全
国
大
会
に

出
場
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し

で
も
興
味
の
あ
る
人
は
一
度
来
て

み
て
下
さ
い
。
男
女
共
初
心
者
大

歓
迎
で
す
。

　

九
州
大
会
で
は
、
女
子
が
団

体
戦
で
準
優
勝
し
、
全
国
大
会
で

は
６
位
と
な
り
ま
し
た
。
九
州
大

会
の
成
績
か
ら
、
本
校
は
男
女
と

も
「
優
秀
芸
術
文
化
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
（
田
中
）

は
、
４
月
14
日
の
第
８
回
朝
日
ア

マ
チ
ュ
ア
囲
碁
名
人
戦
熊
本
県
大

会
で
昨
年
度
に
続
き
優
勝
を
果
た

し
、
２
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

和
田
恵
一
（
30
期
生
）

　

は
じ
め
ま
し
て
、
30
期
の
和
田

恵
一
と
申
し
ま
す
。
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
有

人
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
に
所
属

し
、入
社
以
来
、国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
係
る
研
究
開
発
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
10
月
よ
り
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
事
務

所
に
て
駐
在
員
と
し
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
の
「
進
路

の
し
お
り
」
に
て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に

就
職
す
る
ま
で
の
道
の
り
と
当
時

の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
「
真

和
通
信
」
へ
追
伸
と
い
う
こ
と
で
、

僭
越
な
が
ら
、
約
半
年
が
経
過
し

ま
し
た
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の
生
活

や
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
駐
在

員
事
務
所
は
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ

サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
あ
り
ま

す
。
テ
キ
サ
ス
に
は
、
砂
漠
に
サ

ボ
テ
ン
、
町
で
は
カ
ウ
ボ
ー
イ
が

行
き
来
す
る
、
と
言
っ
た
、
ま
る

で
西
部
劇
の
よ
う
な
光
景
も
残
っ

て
い
る
一
方
で
、
私
が
住
ん
で
い

る
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
は
、
人
口

２
０
０
万
人
を
超
え
る
ア
メ
リ
カ

第
４
の
大
都
市
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
カ
ゴ
の
次
）

で
あ
り
、
超
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並

ぶ
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
周
辺
や
、
郊
外

に
は
住
環
境
の
よ
い
地
区
が
い
く

つ
も
点
在
す
る
、
開
発
の
進
ん
だ

住
み
よ
い
都
市
で
す
。
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
は
、
私
の
従
事
す
る
航
空
宇

宙
の
み
な
ら
ず
、
石
油
化
学
や
生

命
医
療
の
分
野
で
も
世
界
的
に
有

名
な
地
域
で
す
。
最
近
で
は
安
価

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
が
進

ん
で
い
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
用
い

た
石
油
化
学
設
備
へ
の
投
資
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
生
命
医
療
の
分
野
の
象
徴

と
し
て
は
、
世
界
最
大
級
の
医
療

施
設
の
集
合
体
で
あ
る
テ
キ
サ
ス

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

最
先
端
か
つ
幅
広
い
医
療
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
ス
ペ
ー
ス
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
別
名
を
持
つ
、
宇

宙
の
街
で
も
あ
り
ま
す
。
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
か
ら
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ

で
40
分
ほ
ど
南
東
に
行
っ
た
と

こ
ろ
に
、
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙

局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
宇
宙
セ
ン

タ
ー
の
１
つ
で
あ
る
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（L

yn
d
on 

B
. Johnson Space C

enter: 
JS
C

）
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は

１
９
６
１
年
に
有
人
宇
宙
船
の
研

究
開
発
を
行
う
セ
ン
タ
ー
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
研

究
開
発
だ
け
で
な
く
、
古
く
は
ア

ポ
ロ
宇
宙
船
か
ら
、
２
０
１
１
年

に
退
役
し
た
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
運
用
管
制
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
映
画
「
ア
ポ
ロ
13
」
の
舞

台
と
な
っ
た
実
際
の
管
制
室
も
展

示
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
初
め

て
入
っ
た
時
は
ま
る
で
夢
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ア

メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

日
本
と
言
っ
た
様
々
な
国
の
宇
宙

飛
行
士
が
常
時
６
名
滞
在
し
て
い

る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運

用
管
制
が
こ
こ
Ｊ
Ｓ
Ｃ
を
中
心
に

日
夜
行
わ
れ
て
お
り
、
私
の
駐
在

員
業
務
の
大
部
分
は
こ
の
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
も
の

で
す
。

　

駐
在
員
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な

仕
事
や
生
活
を
思
い
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
？
少
な
く
と
も
私
は
赴

任
の
打
診
を
受
け
る
ま
で
、
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
一
度
は
海
外
で
働

い
て
み
た
い
！
と
い
う
入
社
当
時

の
希
望
も
、
当
時
は
日
々
の
業
務

と
生
活
に
埋
も
れ
て
い
る
よ
う
な

状
態
で
し
た
。
最
終
的
に
は
家
族

と
相
談
し
て
赴
任
を
決
め
ま
し
た

が
、
自
分
自
身
は
、
新
し
い
場
所

で
英
語
を
使
い
な
が
ら
宇
宙
の
仕

事
が
で
き
る
こ
と
へ
の
好
奇
心
で

赴
任
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
よ
う
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
飛

び
込
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
た
か
ら
で
す
。
実
際
の
駐
在

員
と
し
て
の
生
活
は
、
最
初
の
数

か
月
は
戸
惑
い
と
驚
き
の
連
続
で

し
た
。
約
束
し
た
時
間
通
り
に
物

が
届
か
な
い
、
人
が
来
な
い
は
日

常
茶
飯
事
で
す
が
、
購
入
し
た
新

品
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
が
最

初
か
ら
壊
れ
て
い
た
り
、
購
入
し

て
郵
送
を
お
願
い
し
た
も
の
が
い

つ
ま
で
待
っ
て
も
届
か
な
い
の
に

送
付
済
み
だ
と
言
わ
れ
た
り
、
ト

ラ
ブ
ル
の
連
続
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
生
活
立
上
げ
の
時
期
で
苦
労

し
た
お
か
げ
で
、
今
で
は
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
で
の
生
活
が
だ
ん
だ
ん
快

適
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
テ
キ
サ
ス
サ
イ
ズ
の
大
き
な

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
日
本

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
物
が
手

⑴
担
当
教
科　

事
務
長

⑵
主
な
勤
務
校　

熊
本
高
校

⑶
好
き
な
こ
と
ば

　

あ
き
ら
め
な
い
で

⑷
趣
味　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

橋本範伸 先生

⑴
担
当
教
科　

英
語

⑵
主
な
勤
務
校

　

新
設
八
代
南
高
校
、

　

済
々
黌
高
校

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

忙
人
は

老
い
ず　

流
水
は
濁
ら
ず

⑷
趣
味　

旅
行（
歴
史
探
訪
）、

ハ
イ
キ
ン
グ
、園
芸

藤本　聰 先生

⑴
担
当
教
科　

国
語

⑵
主
な
勤
務
校

　

正
則
高
校（
東
京
）

⑶
好
き
な
こ
と
ば

　

苦
し
み
を
勇
気
に　

悲
し

み
を
希
望
に

⑷
趣
味　

韓
国
語
、ス
キ
ー 木村美織 先生

⑴
担
当
教
科　

技
術

⑵
主
な
勤
務
校　

山
鹿
市
立

城
北
小
学
校（
校
長
）

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

前
進

⑷
趣
味　

も
の
づ
く
り
、ハ

イ
キ
ン
グ

角田憲隆 先生

⑴
担
当
教
科　

英
語

⑵
熊
本
県
立
大
学
卒

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

一
期
一
会

⑷
趣
味　

映
画
鑑
賞
、Ｎ
Ｂ
Ａ
観
戦 濵田沙妃 先生

⑴
担
当
教
科　

英
語

⑵
主
な
勤
務
校　

矢
部
高
校

（
校
長
）、熊
本
高
校

⑶
好
き
な
こ
と
ば

　

心
は
常
に
青
春

⑷
趣
味　

ラ
ン
ニ
ン
グ（
フ
ル
・

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
）、小
旅

行
、鑑
賞
用
植
物
栽
培

本田朝英 先生

⑴
担
当
教
科　

美
術

⑵
崇
城
大
学
大
学
院
卒

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

感
謝

⑷
趣
味　

絵
画
制
作
、音
楽
鑑
賞 野原都久馬 先生

⑴
担
当
教
科　

英
語

⑵
主
な
勤
務
校　

熊
本
西
高
校

⑶
好
き
な
こ
と
ば

　

念
ず
れ
ば 

花
ひ
ら
く

⑷
趣
味　

散
歩
、語
学

園田則幸 先生

⑴
担
当
教
科　

国
語

⑵
主
な
勤
務
校　

私
立
星
野

高
等
学
校（
埼
玉
県
）

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

人
事
を

尽
く
し
て
天
命
を
待
つ

⑷
趣
味　

読
書
、旅
行

浦田裕乃 先生

⑴
担
当
教
科　

数
学

⑵
佐
賀
大
学
大
学
院
卒

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

一
期
一
会

⑷
趣
味　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 松永　翔 先生

⑴
担
当
教
科　

理
科

⑵
主
な
勤
務
校

　

八
代
清
流
高
校（
校
長
）、

　

八
代
高
校

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

一
所
懸
命

⑷
趣
味　

釣
り
、家
庭
菜
園 櫔

とちはら
原勤也 先生

⑴
担
当
教
科　

化
学
・
物
理
・

地
学

⑵
主
な
勤
務
校

　

自
由
ヶ
丘
高
等
学
校（
福
岡
）

⑶
好
き
な
こ
と
ば

　

学
問
に
王
道
な
し

⑷
趣
味　

子
育
て
、ス
ポ
ー

ツ
観
戦

松本孝一 先生

⑴
担
当
教
科　

理
科

⑵
大
阪
大
学
卒

⑶
好
き
な
こ
と
ば　

日
進
月
歩

⑷
趣
味　

ピ
ア
ノ

道正まりえ 先生

ト
ピ
ッ
ク
ス

新
任
先
生
紹
介（
自
己
紹
介
）

に
入
り
ま
す
し
、
近
く
に
は
バ
イ

ユ
ー
と
呼
ば
れ
る
ゆ
っ
く
り
と
し

た
川
が
流
れ
る
公
園
な
ど
た
く
さ

ん
の
自
然
が
点
在
し
て
お
り
、
家

族
で
楽
し
め
る
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
Ｎ
Ｂ
Ａ
）
な
ど
、
多

く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
付
近
の
球
場

で
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

仕
事
の
話
に
戻
り
ま
す
。
私
が

勤
務
す
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
駐
在
員
事
務
所
に
は
、
私
を
含

め
３
人
の
技
術
系
職
員
が
お
り
、

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
用
管

制
、
宇
宙
飛
行
士
訓
練
、
将
来

有
人
探
査
等
、
有
人
宇
宙
に
係
る

様
々
な
業
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
若
田
、
古
川
、
星
出
な
ど
の

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
も
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
在
勤
の
同
僚
と
し
て
同
じ

事
務
所
に
机
を
並
べ
、
彼
ら
は
宇

宙
飛
行
士
訓
練
な
ど
に
励
ん
で
い

ま
す
。
我
々
駐
在
員
は
、
有
人
宇

宙
研
究
開
発
の
中
心
で
あ
り
、
運

用
管
制
の
最
前
線
で
も
あ
る
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｊ
Ｓ
Ｃ
に
て
、
技
術
調

整
や
情
報
収
集
を
行
い
、
つ
く
ば

市
に
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
日
本
の

有
人
宇
宙
の
研
究
開
発
や
運
用

管
制
と
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

で
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
物

資
を
届
け
る
た
め
に
日
本
が
開

発
・
運
用
を
実
施
し
て
い
る
無
人

輸
送
船
「
こ
う
の
と
り
」
に
関
す

る
軌
道
計
画
や
飛
行
運
用
の
業

務
を
行
っ
て
き
た
の
で
、
一
つ
の

課
題
に
対
し
て
、
自
分
の
チ
ー
ム

で
自
ら
解
析
す
る
な
ど
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
取
り
組
む
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
違
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
場
所
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｊ

Ｓ
Ｃ
で
働
く
外
国
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
、
様
々
な
情
報
を
素

早
く
収
集
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
得
ら
れ
た
情
報

は
、
困
難
な
国
際
間
の
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
日
本
側

に
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
本
と 

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
（
サ
マ
ー
タ

イ
ム
中
）
と
の
時
差
は
14
時

間
で
、
日
本
の
方
が
14
時
間

進
ん
で
い
ま
す
。
ほ
ぼ
昼
夜

逆
転
し
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
す
か
ら
、
調
整
結
果
や
収

集
し
た
情
報
は
、
そ
の
日
の

う
ち
に
日
本
側
に
伝
え
る
と
い
う

毎
日
の
サ
イ
ク
ル
で
忙
し
く
働
い

て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
か
ら
約
18
年
、
気

が
つ
け
ば
故
郷
の
熊
本
を
遠
く
離

れ
、
今
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
い
う

土
地
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
思

い
返
す
と
不
思
議
な
も
の
で
、
大

学
選
択
と
就
職
に
つ
な
が
っ
た
物

理
は
高
校
時
代
か
ら
大
好
き
な

科
目
で
し
た
が
、
逆
に
英
語
は

丸
っ
き
り
ダ
メ
で
し
た
。
今
で
は
、

そ
の
両
極
端
だ
っ
た
科
目
を
基
礎

と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
英

語
は
私
に
と
っ
て
必
須
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
で
す
。

い
つ
か
は
克
服
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
危
機
感
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
英
語
を
使
う
業

務
に
自
主
的
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
苦
手
だ
と
い
う
こ
と
を
常
に

意
識
し
、
英
語
か
ら
逃
げ
ず
に
取

り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
良
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
の
知
り
合
い
も
少
し
ず
つ

増
え
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
だ
い
ぶ
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
簡
単
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
私
の
苦
手
克
服

の
一
例
を
、
在
校
生
の
み
な
さ
ま

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
先
生
方
に

は
大
変
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
帰
国
後
に
機
会
を
見
つ
け

て
ご
挨
拶
に
伺
え
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
を
育
て
て
く

れ
た
母
校
で
あ
る
、
真
和
中
学
・

高
等
学
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
こ
の
よ

う
な
執
筆
の
機
会
を
頂
い
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
言
葉
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
年
４
組　

奥
田　

将
広

３
年
５
組　

田
中　

一
成

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
の
便
り
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退
任
の
先
生

赤
司　

素
直 

先
生（
理
科
）

服
部　

昭
浩 

先
生（
英
語
）

那
須　

裕
貴 

先
生（
国
語
）

蓑
田　

絵
美 

先
生（
英
語
）

衞
藤　

和
枝 

先
生（
国
語
）

緒
方　

真
代 

先
生（
国
語
）

坂
梨　

瑠
璃 

先
生（
国
語
）

高
木　

陽
助 

先
生（
国
語
）

福
山　

陽
介 

先
生（
数
学
）

免
田　

隆
大 

先
生（
理
科
）

叶　
　

貞
夫 

先
生（
英
語
）

猿
渡　

裕
幸 

先
生（
技
術
）

坂
梨　

紀
綱 

先
生（
美
術
）

原
田　

富
子 

先
生（
国
・
書
）

熊
迫　
　

優 

先
生（
事
務
長
）

北
本　
　

公 

先
生（
国
語
）

「
真
和
で
頑
張
る
！
」

真
和
中
学
校　

一
年
三
組　

河
野　
　

周

　

塾
の
仲
間
た
ち
が
県
外
受
験

を
す
る
中
で
、
私
は
真
和
中
学
の

専
願
生
を
受
験
し
ま
し
た
。

　

県
外
受
験
を
し
な
い
こ
と
で
不

安
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

元
熊
本
で
あ
る
こ
と
、
小
学
校
時

代
の
友
人
達
が
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
勉
強
だ
け
で
な
く
学
校
行
事

や
部
活
動
な
ど
に
も
一
生
懸
命
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
ー
、
そ
う

思
い
、
真
和
中
学
の
受
験
を
決
心

し
ま
し
た
。

　

入
学
試
験
で
は
、「
出
来
た
！
」

と
思
い
は
し
た
も
の
の
、
合
格
通

知
が
届
く
ま
で
は
や
は
り
心
配
で

し
た
。
こ
う
し
て
無
事
入
学
を
果

た
せ
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

う
と
と
も
に
、
新
し
い
学
校
生
活

へ
の
期
待
と
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
目
標
を
い
つ
で

⑴
奨
学
生
試
験
へ
の

理
解
が
浸
透

　

従
前
の
特
待
生
試
験
を
、
平
成

22
年
度
に
奨
学
生
試
験
に
変
更

し
、
そ
の
特
典
を
更
に
充
実
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
奨
学

生
Ａ
に
入
学
時
納
入
金
11
万
円
の

全
額
免
除
と
奨
学
金
を
年
額
50
万

円
支
給
。
奨
学
生
Ｂ
に
入
学
時
納

入
金
11
万
円
の
全
額
免
除
と
奨
学

金
を
年
額
30
万
円
支
給
。
さ
ら

に
当
該
奨
学
生
が
入
寮
す
る
場
合

は
入
寮
費
10
万
円
と
月
額
寮
費

５
万
４
千
円
の
中
３
万
円
が
免
除

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
専
願
受
験

生
で
奨
学
生
Ａ
・
Ｂ
の
基
準
に
達

す
る
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
典

を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
中
学
校
全
体
で
、
奨
学

生
Ａ
、
Ｂ
の
該
当
者
は
５
人
で
す
。

⑵
２
度
の
受
験
チ
ャ

ン
ス
で
真
和
へ
の

夢
を
ゲ
ッ
ト

　

児
童
減
少
期
の
中
で
、
専
願
・

奨
学
生
を
志
望
す
る
受
験
者
が
今

年
度
は
３
７
６
人
（
昨
年
度
と
同

数
）。
中
高
一
貫
教
育
へ
の
期
待
感

が
高
ま
る
情
況
下
で
、
真
和
中
学

校
へ
の
志
向
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
願
・
奨
学
生

受
験
で
夢
果
た
せ
ず
、
一
般
試
験
で

再
挑
戦
に
燃
え
た
人
は
16
人
で
15

人
が
（
合
格
者
20
人
）
合
格
。
一
般

試
験
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

⑴
奨
学
生
試
験
へ
の

理
解
が
浸
透

　

従
前
の
特
待
生
試
験
を
、
平
成

22
年
度
に
奨
学
生
試
験
に
変
更

し
、
そ
の
特
典
を
更
に
充
実
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
奨
学

生
Ａ
に
入
学
時
納
入
金
11
万
円
の

全
額
免
除
と
奨
学
金
を
年
額
50
万

円
支
給
。
奨
学
生
Ｂ
に
入
学
時
納

入
金
11
万
円
の
全
額
免
除
と
奨
学

金
を
年
額
30
万
円
支
給
。
さ
ら

に
当
該
奨
学
生
が
入
寮
す
る
場
合

は
入
寮
費
10
万
円
と
月
額
寮
費

５
万
４
千
円
の
中
３
万
円
が
免
除

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
専
願
受
験

生
で
奨
学
生
Ａ
・
Ｂ
の
基
準
に
達

す
る
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
典

を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
全
学
年
で
、
奨
学

生
Ａ
、
Ｂ
の
該
当
者
は
そ
れ
ぞ
れ

７
人
と
21
人
で
す
。

⑵
奨
学
生
受
験
者
は

可
能
性
　
％
の
夢

実
現
へ

　

奨
学
生
試
験
の
受
験
者
は

５
２
８
人
で
合
格
者
は
４
９
７

人
（
合
格
率
は
94
％
）
で
、
夢
を

掴
め
な
か
っ
た
31
人
中
17
人
が
一

般
試
験
に
挑
戦
し
て
14
人
が
合

格
し
、
最
終
的
に
奨
学
生
受
験

者
中
５
１
１
人
が
合
格
（
合
格
率

96
％
）。
こ
の
結
果
か
ら
、
本
校

で
花
を
咲
か
せ
た
い
人
は
一
般
試

験
ま
で
挑
戦
さ
れ
る
の
が
望
ま
し

い
。

努
力

真
和
高
校　

一
年
一
組　

前
田　

英
仁

　

私
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が

好
き
で
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
を
よ
く
観
戦
す

る
の
で
す
が
Ｎ
Ｂ
Ａ
に
デ
リ
ッ
ク

ロ
ー
ズ
と
い
う
選
手
が
い
ま
す
。

彼
は
二
〇
一
一
年
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
彼
は
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
い

う
栄
光
に
輝
く
一
年
前
、
こ
う
発

言
し
て
い
ま
し
た
。「
僕
は
、
今

年
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ
る
自
信
が

あ
る
。
う
ぬ
ぼ
れ
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
そ
れ
だ
け
の
練
習

を
こ
な
し
て
い
る
し
、
努
力
し
て

い
る
。」
そ
し
て
一
年
後
、
見
事

に
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
努
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事

だ
と
思
い
ま
す
が
、
計
画
性
を
欠

い
た
努
力
ほ
ど
無
駄
な
も
の
は
な

い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
受
験
前

の
高
校
生
な
ん
て
み
ん
な
必
死
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

た
だ
努
力
を
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
に
最
適
な
、
も
っ
と
も
効
果

的
な
努
力
を
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
部
か
ら
上
が
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
状
況
を
活
か
さ

な
い
こ
と
こ
そ
が
無
駄
な
努
力
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
高
校

一
年
生
よ
り
も
先
の
学
習
を
す
で

に
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
人
よ

り
多
く
の
演
習
を
す
る
時
間
が
あ

る
の
で
す
。
真
和
と
い
う
学
校
に

来
た
の
で
す
か
ら
、
誰
し
も
そ
れ

に
見
合
っ
た
、
い
や
そ
れ
以
上
の

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
は
医
者
に
な
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

熊
大
の
医
学
部
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
医
学
部
は
特
に
、
た
だ
の
努

力
が
通
用
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で

平
成
26
年
度

入試状況

真
和
入
試
ガ
イ
ド

25
年
度
の
中
学
入
試
状
況

25
年
度
の
高
校
入
試
状
況

［
同
好
会
］

●
イ
ラ
ス
ト
同
好
会

　
〔
赤
山
・
宮
本
敏
〕

●
囲
碁
将
棋
同
好
会

　
〔
緒
方
公
・
本
田
〕

●
Ｅ
Ｓ
Ｓ
同
好
会

　
〔
北
野
・
足
立
・
西
〕

●
オ
ペ
ラ
同
好
会

　
〔
中
島
・
佐
々
〕

●
茶
道
同
好
会

　
〔
安
達
・
佐
々
・（
影
山
）〕

●
サ
ッ
カ
ー
同
好
会（
中
）

　
〔
許
斐（
吉
里
）〕

［
文
化
部
］

●
宗
教
部〔
飛
永
・
園
田
〕

●
文
芸
部〔
松
永
哲
・
木
村
〕

●
写
真
部〔
宮
本
修
〕

●
コ
ー
ラ
ス
部

　
（
中
）〔
近
藤
・
春
日
・
元
田
〕

　
（
高
）〔
春
日
・
元
田
〕

●
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部〔
長
坂
〕

●
吹
奏
楽
部〔
豊
田
・
元
田
・
川
野
〕

●
演
劇
部〔
鍬
田
・
佐
々
〕

●
生
物
部〔
歌
岡
・
櫔
原
・
野
口
〕

●
化
学
部〔
野
田
・
松
本
〕

●
書
道
部〔
古
川
〕

●
物
理
部〔
柴
〕

◎
生
徒
会
長

　

藤
崎　

雅
美（
Ⅱ
︲
５
）

◎
副
会
長

　

愛
甲　

宗
子（
Ⅱ
︲
５
）

◎
代
議
員

　

伊
集　

千
夏（
Ⅱ
︲
１
）

　

香
川
真
里
奈（
Ⅱ
︲
１
）

　

詹　
　

翔
叡（
Ⅱ
︲
１
）

　

東　

あ
か
ね（
Ⅱ
︲
４
）

　

堀
江
亜
希
子（
Ⅱ
︲
３
）

　

岡
本　

裕
貴（
Ⅱ
︲
４
）

　

平
川　

貴
絵（
Ⅱ
︲
３
）

平
成
二
十
五
年
度

　
生
徒
会
役
員
名

クラブ・同好会紹介
［
体
育
部
］

●
軟
式
野
球
部〔
関
山
・
松
本
〕

●
剣
道
部〔
吉
里
・
秀
島
〕

●
サ
ッ
カ
ー
部〔
松
永
祐
・
柴
〕

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
〔
大
村
・
小
森
〕

●
弓
道
部〔
野
田
・
松
下
・
西
村
〕

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
（
高
）〔
長
尾
・
松
浦
〕

　
（
中
）〔
江
藤
・
松
岡
〕

●
テ
ニ
ス
部

　
（
高
）〔
田
村
・
岩
田
〕

　
（
中
）〔
熊
谷
・
浦
田
〕

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
〔
馬
場
・
緒
方
公
〕

●
陸
上
部〔
高
本
・
本
田
〕

●
卓
球
部〔
中
島
・
六
反
田
〕

●
硬
式
野
球
部〔
桑
田
・
徳
尾
〕

は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、

自
分
は
絶
対
に
受
か
る
、
と
言

え
る
と
こ
ろ
ま
で
の
努
力
は
し
ま

す
。
そ
ん
な
に
難
し
い
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
自
分
が
で
き

る
最
大
限
の
努
力
を
す
る
。
そ
れ

だ
け
な
の
で
す
。

　

真
和
と
い
う
学
校
で
奇
跡
的
に

巡
り
合
っ
た
多
く
の
仲
間
た
ち
。

素
晴
ら
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
は

き
っ
と
私
た
ち
を
ひ
と
ま
わ
り
も

ふ
た
ま
わ
り
も
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
仏
教
で
は
縁
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
ま
す
が
、
本
当
に

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
真
和

で
三
年
間
な
い
し
六
年
間
を
共
に

過
ご
す
、
最
高
の
友
を
手
に
入
れ

た
こ
と
を
喜
び
、
切
磋
琢
磨
し
て

高
校
生
活
を
有
意
義
な
も
の
に
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

も
高
く
持
ち
、
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
意
思
の
強
さ
を
持

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
に
は
壁

に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
積
極
的

に
努
力
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
自
信
と
勇
気
を
持

ち
、充
実
し
た
日
々
を
送
ろ
う
ー
、

そ
う
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
輩

た
ち
を
は
じ
め
先
生
方
に
は
、
い

ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
真
和
中
学
・
真
和
高
等
学
校
奨
学
生

［
高
等
学
校
］

（
奨
学
生
Ａ
）

　

三
年　

本
田　

幸
実

　

三
年　

小
田　

雅
人

　

三
年　

井
上
佳
奈
枝

　

三
年　

坂
本　

晃
平

　

二
年　

高
日　

杏
輔

　

一
年　

小
林　

琴
美

　

一
年　

前
田　

英
仁

（
奨
学
生
Ｂ
）

　

三
年　

片
岡　

寧
々

　

三
年　

切
通　

在
菜

　

三
年　

島
本　

祐
希

　

三
年　

柏
木　

麻
利

　

三
年　

宮
本　

拓
実

　

三
年　

山
田　
　

慧

　

三
年　

吉
川　

真
平

　

三
年　

平
富　

愛
梨

　

二
年　

境　
　

恵
李

　

二
年　

寺
崎　
　

萌

　

二
年　

山
崎　

僚
子

　

二
年　

詹　
　

翔
叡

　

二
年　

髙
橋　

啓
太

　

二
年　

前
田　

織
名

　

二
年　

志
垣　

拓
郎

　

二
年　

竹
﨑　

静
香

　

一
年　

岩
中　

瑞
季

　

一
年　

野
田　

早
紀

　

一
年　

伊
藤　

千
尋

　

一
年　

杉
本　

優
季

　

一
年　

松
岡　

靖
宏

［
中
学
校
］

（
奨
学
生
Ａ
）

　

三
年　

濵
口　

苑
香

　

三
年　

田
原　

綾
乃

　

二
年　

角
田　

晴
香

　

一
年　

宇
都
宮
つ
き

　

一
年　

河
野　
　

周

（
奨
学
生
Ｂ
）

　

三
年　

山
崎　
　

遥

　

三
年　

隈
部　

理
子

　

二
年　

鍬
田　
　

翼

　

二
年　

開
作　
　

隆

　

二
年　

清
田　

梨
央

新
入
生
の
こ
と
ば

受 験 者 合 格 者 合 格 点 受験者平均点
奨学Ａ 11（　12）421（442） 奨専

国語
算数
社会
理科
合計

102
92
62
57
314

88
66
43
55
240

一般
奨学Ｂ 28（　25）394（413）
奨学Ｃ 238（228）259（256）
奨学計 314（318）277（265）

専 願  62（　58） 219（211）

一 般  20（ 26） 11（ 15）264（250）

中Ⅰ総数90総 計 396（402）336（326）

［25年度中学入試結果］

（　）内は24年度

国語（50分・150点）
算数（60分・150点）
社会・理科（各40分・各100点）
（500点満点）

48（ 46）
内専奨31

（500点満点）

受 験 者 合 格 者 合 格 点 受験者平均点
奨学Ａ 28（ 19） 413（411） 奨専

国語
社会
数学
理科

合計

66
70
61
67

343

65
66
53
71

英語 79 58
312

一般
奨学Ｂ 54（ 60） 390（385）
奨学Ｃ 417（405） 283（272）
奨学計 528（507） 497（484）

専 願 12（ 11） 8（ 8） 234（240）

一 般 64（ 91） 49（ 55） 288（324）

高Ⅰ総数248総 計 604（609） 554（547）

［25年度高等学校入試結果］

（　）内は24年度
各教科（50分・100点）

内専奨3

96

　

先
々
年
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
観
光
の
機
会
を

得
た
。
そ
の
と
き
、
遺
跡
入
場
の

検
札
は
バ
ス
の
中
で
行
わ
れ
、
係

り
の
方
は
バ
ス
に
乗
っ
て
き
て
、

胸
前
で
手
を
合
わ
せ
、
軽
く
頭
を

下
げ
て
検
札
を
始
め
ら
れ
た
。
検

札
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行

わ
れ
た
。

　

私
達
日
本
人
は
、
ど
ん
な
時
、

ど
ん
な
心
を
持
っ
て
掌
を
合
わ
せ

て
合
掌
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

現
代
日
本
で
は
、
合
掌
は
ど
の

よ
う
に
理
解
さ
れ
、
行
わ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
は
、
不
況

や
東
日
本
大
震
災
・
風
水
害
等
の

自
然
の
猛
威
に
遭
遇
し
て
、
仏
教

精
神
で
あ
る
慈
悲
心
や
共
生
の
心

の
必
要
を
言
わ
れ
る
世
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。

　

岡
潔
氏
（
奈
良
女
子
大
学
名

誉
教
授
・
数
学
者
・
文
化
勲
章
受

賞
者
）
は
、
種
々
の
随
想
の
中
で
、

日
本
の
文
化
、
日
本
人
の
美
し
さ

と
し
て
「
佛
心
」
即
ち
「
大
自
然

の
心
」
の
存
在
を
諭
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
佛
様
の
心
は
「
慈
悲
の

心
」
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

私
は
、
青
年
期
に
岡
教
授
の
書
に

出
会
い
、「
大
自
然
」「
慈
悲
」
の

心
の
探
求
を
永
遠
の
課
題
と
し
て

い
る
。

　

上
田
校
長
先
生
の
著
述
書
「
生

か
さ
れ
て
」
を
戴
き
、
拝
読
す
る

機
会
を
得
た
。
そ
の
書
に
は
、「『
佛

心
は
大
慈
悲
な
り
』。『
慈
』
は
他

を
自
と
な
す
（
相
手
を
自
分
と

思
い
込
む
こ
と
）。『
悲
』
は
自
を

他
と
な
す
（
自
分
を
忘
れ
て
相
手

に
な
り
き
る
こ
と
）（
一
部
抜
粋
）

と
教
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
校
の
先
生
の
授
業
の

資
料
に
、
慈
悲
を
説
明
す
る
も
の

が
あ
り
、
こ
の
資
料
で
も
慈
悲
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

人
は
静
か
に
手
を
合
わ
せ
る
と

き
、
ど
ん
な
心
境
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
心
は
安
ら
ぎ
、
清
々
し

い
和
み
を
感
じ
て
、
虚
心
坦
懐
な

心
身
状
態
に
な
っ
て
い
よ
う
。
こ

ん
な
状
態
の
と
き
、
人
の
あ
ら
ゆ

る
感
性
は
啓
か
れ
、
砂
に
沁
み
込

む
水
の
よ
う
に
、
徳
性
は
心
に
沁

み
込
み
、
知
は
脳
に
記
憶
さ
れ
よ

う
。

　

合
掌
は
、
慈
悲
心
や
報
恩
感
謝

の
心
を
己
の
心
に
沁
み
込
ま
せ
、

心
を
啓
く
業
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

本
校
は
毎
朝
の
業
と
し
て
、
掌

を
合
わ
せ
て
、
次
の
訓
（
合
掌
）

の
口
唱
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ほ
と
け
の　

み
め
ぐ
み
に

よ
り
／
今
日
の
一
日
を　

人
と
し

て
の
過
ち
な
く
／
互
い
に
睦
み　

互
い
に
譲
り
／
己
が
業
を
励
み
て

世
の
文
化
に
つ
と
め
／
社
会
に
光

明
を
捧
げ
む
／
み
ほ
と
け
の
加
祐

を
給
へ
」。
こ
の
口
唱
は
、
一
日

の
始
ま
り
に
、
清
明
に
心
身
を
啓

き
、
お
お
い
に
学
習
に
励
む
こ
と

を
願
っ
て
行
う
の
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
創
立

五
十
四
周
年
目
を
向
か
え
ま
し

た
。
今
年
度
も
県
内
外
か
ら
集
う

俊
秀
が
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
合

掌
」
の
心
を
持
っ
て
心
と
脳
を
啓

き
、
品
格
の
あ
る
生
活
を
す
る
よ

う
に
期
待
し
ま
す
。
慈
悲
の
心
を

培
い
、
報
恩
感
謝
の
心
に
満
ち
て

知
を
探
求
し
、
難
関
大
学
へ
の
進

学
を
目
指
し
て
貪
欲
に
学
業
に
励

む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

本
校
の
建
学
の
精
神
を
ご
理
解

合
掌
の
心

教
頭　

杉
本　

清
孝

い
た
だ
き
、
信
頼
と
評
価
、
併
せ

て
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
皆

様
に
、
有
り
難
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
合
掌
）


